




据え付け位置と吸・排気 

ステンレス製流し台の 
補強工事について 

据え付け位置と吸・排気 しきり板を底面に貼り付ける 

据付キャビネットの空気吸込口と空気排出口 

① 本体吸気口と据付キャビネット底板の間…… 25mm以上 
② 本体吸気口と据付キャビネット壁面の間…… 30mm以上 
③ 本体排気口と据付キャビネット壁面の間…… 80mm以上 

・据付キャビネットの前面に空気吸込口と空気排出口を開けてください。 
・空気吸込口と空気排出口の間は、20mm以上としてください。 
・空気吸込口と空気排出口の有効開口面積は50cm2以上としてください。 

吸・排気分離用しきり板 

・付属のしきり板で必ず、吸・排気の分離をしてください。 
・しきり板は据付キャビネットの内部に合わせて切断して、お使いくださ
い。 
①（図15）で示すａ寸法に5mm加えた寸法をしきり板の上端から計
り、余分を切る。切断①（図15） 

　　ａ寸法：天板上面から底板上面までの高さ 

②天板の板厚寸法をしきり板の上端から計り、その部分を切る。切断② 
③しきり板の下の切断面に両面テープを貼る。 

・底板を据付キャビネット内に取り付けたとき、本体の真下になる部分の
底板にしきり板を貼り付けます。 
①底板に本体据え付け穴型紙をあて、しきり板の位置を正確にうつす。 
②しきり板のＡ、Ｂを本体据え付け穴のＡ、Ｂに合わせて貼り付ける。 
③底板からはみ出したしきり板を切る。切断③ 

・底板に電源コードを通すときは、直径30mm程度の穴または、切り欠き
を開けてください。穴でコードが傷つかないように保護してください。 

・据付キャビネット内に取り付ける底板や側板は、不燃材または防火処理
をほどこしたものをお使いください。 

・ステンレスの天板は強度が弱いので補強工事が必要です。必ず天板裏面
に補強サンを取り付けてください。 
①補強サンは幅：15mm～20mm、厚み：15mm～20mmの木材を使用し、
（図18）の様に仕上げてください。 
つぎ目部は、すき間がないように接着剤などで、貼ってください。 
補強サンは天板に貼り付ける接着面が水平になるように組み立ててく
ださい。 

・補強サンの接着面は水平にしてください。凹凸があるとすき間から水が
入り、製品の故障の原因になります。 

②天板にある本体据え付け穴の開口部分の裏面に、補強サンを接着剤 
　などでしっかりと貼り付けます。 

■油煙やほこりが多いところで使われるとき 

　・フィルターを取り付けてください。 
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